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～議員と語ろう～テーマ別車座集会を開催！
報告は P14 ～ P15 をご覧ください

常任委員会ごとにテーマを設け開催した車座集会には、総勢 71 名の
皆様にご参加いただきました。活発なご意見・ご提案は、今後の委員
会活動に活かしていきます。

voice

voice

voice

voice

産業環境委員会 上田市の産業を元気にしよう上田市の産業を元気にしよう

高校生と語る上田の未来高校生と語る上田の未来

移住定住�移住定住�
～上田で人生を一緒に楽しもう～～上田で人生を一緒に楽しもう～

食と健康食と健康
�～食を通じた健康づくりついて語ろう～�～食を通じた健康づくりついて語ろう～

\\ 企業・研究施設の誘致！人材確保が課題 //\\ 企業・研究施設の誘致！人材確保が課題 //

\\ 高校生の居場所となる場所が少ない！ //\\ 高校生の居場所となる場所が少ない！ //

\\ 住民が住みやすいまちにするのが大事 //\\ 住民が住みやすいまちにするのが大事 //

\\ 子どもの頃から料理に触れることは心の栄養も育む //\\ 子どもの頃から料理に触れることは心の栄養も育む //

読者アンケートに
ご協力ください
詳しくは裏表紙へ
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会　期 11 月 27日から 12月 18日まで（22日間）

議　案 条例案 10件、予算案 10件、事件決議案 10件、合計 30件を
全て可決と決定

一般質問 22人の議員が一般質問を実施　　　　質問要旨はＰ６から掲載

一般会計27億660万円を補正
　　　一般会計総額は780億1,461万円へ

◆上田市税条例等中一部改正
　市債権に係る督促手数料の徴収を廃止するた
め、所要の改正を行うもの。

◆上田市国民健康保険税条例中一部改正
　子育て世帯の負担軽減等のため、国民健康保険
税の納税義務者又はその世帯に属する被保険者が
出産する予定又は出産した場合、その者について
算定した所得割額及び均等割額を減額するため、
所要の改正を行うもの。

◆上田市重症心身障害児・者施設条例中一部改正
　重症心身障がい児・者を対象とした通所の障が
い者支援施設である「上田市つむぎの家」の移転
に伴い、所在地が変わるため、所要の改正を行う
もの。

◆スポーツ都市宣言の制定
　「生涯スポーツ社会」の実現に向けた取組を一
層進めるため、スポーツ都市を宣言するもの

◆上田市立産婦人科病院立体駐車場及び連絡通
路の独立行政法人国立病院機構への無償譲渡

◆上田市の特定の事務を取り扱わせる郵便局の指
定の取消し

可
決

可
決

条例改正

事件決議

上田市税条例等中一部改正など
全10件

スポーツ都市宣言の制定など全10件

◆上田市立産婦人科病院事業の設置等に関する条
例及び上田市立産婦人科病院料金条例廃止
　令和６年３月 31日をもって上田市立産婦人科
病院事業を廃止するため、当該事業に関する条例
２本を廃止するもの。

◆上田市保育所条例中一部改正
　在園児数が減少し集団としての保育の実施が困
難な状況であることから、令和６年３月 31日を
もって上田市西内保育園を廃止するため、所要
の改正を行うも
の。

西内保育園

◆指定管理者の指定（３議案、全 23施設）
　上田市上田古戦場公園、信州国際音楽村公園、
上田市農林漁業体験実習館（室賀温泉ささらの
湯）、上田市森林センター、上田市つむぎの家、
上田市相染閣　　他

◆市道路線の認定
� 他３件
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物価高騰に伴う住民税非課税
世帯に対する特別給付金事業 1,130,000 千円

　食料等の物価高騰等の、様々な困難に直面した
方々に対し、生活・暮らしの支援を行うため、住
民税非課税世帯に対して特別給付金を給付する。
○対象世帯
　世帯全員の令和５年度の住民税均等割が非課税
である世帯（住民税均等割が課税されている者
の扶養親族等のみで構成される世帯を除く）
○給付額
　１世帯あたり７万円

一般会計27億660万円を補正
　　　一般会計総額は780億1,461万円へ

12月定例会
概要

令和５年度一般会計補正予算
第７号・第８号を審査補正予算

議案

概要

補正予算第８号の事業をピックアップ

補正予算第７号の事業をピックアップ

可
決

常任委員会での審査
概要はＰ4-5に掲載

食料支援臨時事業 800千円

　生活困窮者への生活相談と併せて食料支援を実
施している団体及びこども食堂を運営する団体が
直面している食料費の高騰に対して支援する。

指定管理者支援事業 41,053 千円
　原油・原材料価格の高騰に直面する指定管理者
に対して、安定した施設運営のために必要な支援
を実施する。

障害者福祉施設整備事業 14,066 千円

・障がい者の福祉を向上するため、社会福祉法
人等が行う障がい者支援施設等の整備に対する
補助金の計上。
・上田市つむぎの家移転に向けた施設改修費の
計上。
※つむぎの家移転に係る令和６年度以降の事業費
は、6,099 千円の債務負担行為を設定

スポーツ都市宣言制定記念事業 1,400 千円

　スポーツ都市宣言の制定
を広く市民に周知するとと
もに、市民のスポーツへの
関心を高めるため記念講演
会を開催する。

消費喚起応援事業　 340,000 千円

　消費喚起応援事業第６弾として、スマートフォ
ンアプリを活用した消費喚起キャンペーンを実施
する。
○対象店舗　市内の中小企業
○実施期間　令和６年２月１日（木）から２月29日（木）【予定】
　※チケット利用額が予算額に達した時点で終了
○発行チケット総額１万円（１ＩＤあたり）

［上田市HP］

〔上田市HP〕
〔上田市HP〕
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常
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一
般
会
計
補
正
予
算
第
８
号

問	

消
費
喚
起
応
援
事
業
に
つ
い
て
、
事

務
経
費
の
内
容
は
ど
う
か
。
ま
た
、

金
額
は
妥
当
な
も
の
と
な
っ
て
い

る
か
。

答�

事
務
経
費
は
、
シ
ス
テ
ム
利
用
料
が

約
１
千
万
円
、
そ
の
他
人
件
費
、
広

告
宣
伝
費
、
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
の
設

置
に
係
る
費
用
等
を
含
め
た
金
額

と
な
っ
て
い
る
。

　
　
シ
ス
テ
ム
利
用
料
及
び
人
件
費
等
の

経
費
に
つ
い
て
は
、
過
去
の
実
績
及

び
実
施
期
間
か
ら
算
出
し
て
お
り
、

妥
当
な
金
額
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
。

産
業
環
境
委
員
会

上
田
市
真
田
林
業
就
労
者

　
　
　
　
　
住
宅
条
例
廃
止

問	

当
該
住
宅
の
廃
止
に
伴
い
、
林
業
の

担
い
手
確
保
の
た
め
の
代
替
策
が

必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答�

林
業
の
担
い
手
確
保
に
向
け
た
対
策

に
つ
い
て
は
、
令
和
７
年
度
以
降
を

め
ど
に
、
森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用

し
、
林
業
従
事
者
の
確
保
・
育
成
、

林
業
事
業
体
へ
の
支
援
に
つ
い
て

補
助
事
業
等
を
検
討
し
て
い
く
。

●
12
月
11
日
に
開
催
し
、
条
例
案

２
件
、
予
算
案
４
件
、
事
件
決
議

案
１
件
、
陳
情
１
件
の
審
査
を
行

い
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
都
市
宣
言
の
制
定

問	

ス
ポ
ー
ツ
都
市
宣
言
を
制
定
す
る
こ

と
で
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
加
え
、
健

康
の
保
持
増
進
、
地
域
経
済
の
活
性

化
、
文
化
・
観
光
な
ど
、
他
の
分
野

と
の
連
携
は
ど
う
深
め
て
い
く
か
。

答�

上
田
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
審
議
会
で
の

議
論
に
加
え
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
で
寄
せ
ら
れ
た
意
見
を
踏
ま

え
、
宣
言
文
に
は
他
分
野
と
の
連
携

を
意
識
し
て
盛
り
込
ん
で
い
る
。
第

二
次
上
田
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
計
画

で
掲
げ
る
施
策
を
通
じ
て
、
文
化
ス

ポ
ー
ツ
観
光
部
内
を
中
心
に
さ
ら

に
連
携
を
深
め
て
い
き
た
い
。

総
務
委
員
会

信
州
国
際
音
楽
村
ホ
ー
ル
こ
だ

ま
等
の
指
定
管
理
者
の
指
定

問	

上
田
市
真
田
温
泉
健
康
ラ
ン
ド
ふ
れ

あ
い
さ
な
だ
館
に
つ
い
て
、
令
和
３

年
度
に
比
べ
令
和
４
年
度
の
赤
字

額
が
増
大
し
て
い
る
原
因
は
何
か
。

答�

令
和
４
年
度
は
原
油
・
原
材
料
価
格

の
高
騰
に
よ
り
、
燃
料
費
及
び
光
熱

水
費
が
大
幅
に
増
え
た
こ
と
が
原

因
で
あ
る
。

●
12
月
８
日
に
開
催
し
、
条
例
案

２
件
、
予
算
案
２
件
、
事
件
決
議

案
２
件
、
請
願
１
件
、
陳
情
２
件

の
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

［上田市真田温泉健康ランドふれあいさなだ館］

［上田市真田林業就労者住宅］
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て
は
、
す
べ
て
電
子
証
明
書
を
搭
載

す
る
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
対
応
で

き
る
よ
う
に
な
る
。

一
般
会
計
補
正
予
算
第
７
号

問	

除
雪
業
務
委
託
の
効
率
化
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

答�

市
内
全
域
の
除
雪
体
制
に
関
し
て

は
、
44
の
業
者
に
除
雪
業
務
を
受
託

し
て
い
た
だ
い
て
い
る
が
、
作
業
員

の
高
齢
化
や
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
不
足

な
ど
の
課
題
が
あ
り
、
将
来
に
わ

た
っ
て
安
定
的
な
除
雪
体
制
を
維

持
す
る
た
め
に
、
包
括
的
な
業
務
委

託
の
事
例
な
ど
も
検
証
し
な
が
ら
、

防
災
支
援
協
会
と
協
議
を
続
け
て

い
る
。

上
田
市
重
症
心
身
障
害
児
・

者
施
設
条
例
中
一
部
改
正

問	

上
田
市
つ
む
ぎ
の
家
の
整
備
に
つ
い

て
、
指
定
管
理
者
と
は
、
施
設
移
転

以
外
の
方
法
と
し
て
、
法
人
主
導
に

よ
る
施
設
の
建
替
え
な
ど
に
つ
い

て
も
協
議
を
行
っ
た
と
の
こ
と
だ

が
、
建
替
え
を
行
わ
な
い
こ
と
に

な
っ
た
理
由
は
何
か
。

答�

上
田
市
つ
む
ぎ
の
家
に
お
け
る
障
害

福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
は
、
専
門
性
の

高
い
医
療
的
ケ
ア
を
必
要
と
す
る

側
面
が
大
き
く
、
専
門
的
人
材
の
配

置
も
含
め
た
十
分
な
支
援
体
制
が

必
要
と
な
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
民

設
の
施
設
に
お
い
て
は
、
十
分
な
支

援
体
制
を
構
築
し
た
上
で
、
事
業
を

印
鑑
登
録
及
び
証
明
に
関
す
る

条
例
中
一
部
改
正

問	

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
等
で
の
証

明
書
の
交
付
状
況
は
ど
う
か
。
ま

た
、
今
回
の
改
正
に
よ
り
、
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
を
使
っ
て
ど
の
よ
う
な

証
明
書
が
交
付
で
き
る
よ
う
に
な

る
の
か
。

答�

証
明
書
交
付
に
関
し
て
は
徐
々
に
増

え
て
き
て
い
る
状
況
で
あ
り
、
現
在

の
と
こ
ろ
全
体
の
30
％
程
度
が
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
等
の
交
付

に
代
わ
っ
て
き
て
い
る
。
ま
た
、
今

回
の
改
正
に
伴
い
印
鑑
登
録
証
明

の
ほ
か
住
民
票
の
写
し
、
戸
籍
の
謄

抄
本
な
ど
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
等
で
交
付
で
き
る
も
の
に
つ
い

継
続
し
て
い
く
の
は
難
し
い
こ
と

か
ら
、
法
人
主
導
に
よ
る
施
設
の
建

替
え
な
ど
は
行
わ
ず
、
令
和
３
年
に

は
行
政
の
責
務
と
し
て
、
医
療
的
ケ

ア
児
等
へ
の
支
援
体
制
の
整
備
が

位
置
付
け
ら
れ
た
こ
と
も
踏
ま
え
、

公
設
の
施
設
と
し
て
移
転
す
る
こ

と
を
決
め
た
。

一
般
会
計
補
正
予
算
第
７
号

問	

産
後
ケ
ア
事
業
利
用
者
の
増
加
に
伴

い
、
委
託
料
の
追
加
計
上
が
行
わ
れ

て
い
る
が
、
事
業
の
利
用
者
が
増
え

て
い
る
理
由
は
何
か
。

答�

産
後
う
つ
や
出
産
後
の
体
調
不
良
に

よ
り
助
産
師
の
指
導
等
を
必
要
と

す
る
方
が
増
え
て
い
る
こ
と
に
よ

る
も
の
で
あ
る
。

●
12
月
８
日
に
開
催
し
、
条
例
案

５
件
、
予
算
案
７
件
、
事
件
決
議

案
２
件
の
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

●
12
月
11
日
に
開
催
し
、
条
例
案

１
件
、
予
算
案
３
件
、
事
件
決
議

案
５
件
の
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

教
育
厚
生
委
員
会

市
民
建
設
委
員
会

「
常
任
委
員
会
」
で
は
、
条
例
や
補
正
予
算
、
事
件
決
議
な
ど
の
審
査
を
行
い
ま
し
た
。　
本
会
議
で
の
委
員
長
報
告
ほ
か　
➡
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掲
載
記
事
は
、
質
問
議
員
本

人
が
作
成
し
て
お
り
、
質
問
全

体
の一部
を
要
約
し
た
も
の
で
す
。

　
質
問
全
体
の
内
容
に
つ
い
て

は
、
会
議
録
に
掲
載
し
て
い
ま

す
。
会
議
録
は
、
議
会
事
務
局
、

市
内
図
書
館
、
公
民
館
お
よ
び

上
田
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　
な
お
、一
般
質
問
は
上
田
ケ
ー

ブ
ル
ビ
ジ
ョ
ン
お
よ
び
丸
子
テ

レ
ビ
放
送
の
ご
協
力
に
よ
り
、

生
放
送
と
録
画
放
送
を
行
っ
て

い
ま
す
。（
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
一
部

変
更
に
な
っ
て
い
ま
す
。
詳
細

はｐ
19
）

答弁者名は以下のとおり省略して記載しています。
答弁者役職 略称 答弁者役職 略称

市長 市長 環境部長 環境

教育長 教育長 福祉部長 福祉

政策企画部長 政策企画 産業振興部長 産業振興

総務部長 総務 都市建設部長 都市建設

財政部長 財政 真田地域自治センター長 真田センター

市民まちづくり推進部長 市民まち 上下水道局長 上下水道

12月定例会一般質問要旨

インターネットの生中継、
録画配信専用サイトはこちら。

22人の議員が市政を問う22人の議員が市政を問う

村越　深典　壮志会

問問	 市職員が指導しながら、地域住民が主体とな
り、道普請を行うことは有効と考えるが、見

解はどうか。

答答	（都市建設）地元主体で行う工事に対し、市
職員が作業手順や機械類の作業方法など、技

術的な指導を行うためには、車種に応じた運

転免許の取得や技能講習等の受講が必要とな

る。これらの条件を備え、作業のできる職員

はほとんど在籍していない状況である。また、

道道
みちみち

普普
ぶぶ

請請
しんしん

事業事業
工事に起因して発生が想定される作業従事者

や第三者の事故などの公衆災害は、対応に十

分な検討が必要であると認識している。しか

し、県内の他自治体においては、地域住民等

が実施する道普請作業に対する補助金交付制

度を設けている事例もあることから、このよ

うな制度についても今後調査研究していく。

【その他の質問項目】

・職員の資質向上を図るための資格取得

・地域役員の女性登用

座談会、ウェブアンケートなど新たな手法を
検討していく。

問問	 第三次総合計画の策定に対する市長の決意は
どうか。

答答	（市長）まちづくりを描く次期総合計画の策
定には、幅広い市民の参画が必要である。特

に上田市の将来の主役となる若い世代に関

わってもらいたい。私一人でつくるわけでは

ない。皆さんのビジョンも入れて協働しなが

ら進めていく。

【その他の質問項目】

・AYA世代のがん患者支援

飯島　伴典　上志の風

問問	 次期第三次総合計画の策定プロセス等はどうか。
答答	（政策企画）年明け以降、次期総合計画の策

定に着手する。審議会ほか各種市民参加の在
り方、機運の醸成など、前回のプロセスを検
証し進める。具体的な方針はこれから検討し
ていくが、審議会等に関して、幅広い年齢層
になるよう、構成や選出方法、開催日時の工
夫も必要と考える。また、多様な世代、思い
を持つ方の考えや意見を聞く機会づくりや、

次期総合計画策定次期総合計画策定
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問問	 カスタマーハラスメント対策として、名札を
名字のみにすることへの市の見解はどうか。

答答	（総務）フルネーム表記がカスタマーハラス
メントや職員への誹謗中傷につながる事例を
はじめ、インターネットやＳＮＳ等の普及に
より、個人情報を検索され、プライバシーが
侵害されるおそれがあり、職員を守るための
一つの方法として、名札の表記の見直しは必
要と考えている。

【その他の質問項目】
・教育現場の課題

堀内　仁志　上志の風

問問	 市職員に対する市民からの過度な要求・暴言・
ＳＮＳ投稿などのカスタマーハラスメントの

被害状況および対策はどうか。

答答	（総務）職員だけでは対応が困難な相談事例
が増加しており、上田市不当要求等対応委員

会を組織し対応している。また、日頃から相

手の話を親身に聴き、わかりやすい説明を心

がけることも重要であると認識している。

上田市上田市のカスタマーのカスタマー
ハラスメハラスメントント

松尾　卓　公明党

問問	 人口減少、少子高齢化や乗務員不足の状況か
ら、現状のバス路線維持は困難である。利便

性向上とともに、収益の確保や交通事業者の

経営基盤強化が課題だが、見解はどうか。

答答	 ( 都市建設 )	朝夕の利用集中や交通渋滞から
ダイヤどおりの運行が困難なことなど、課題

が多い。チケットQRコード決済推進によ

る利便性向上を図る一方、運賃低減の対象を

市民やキャッシュレス決済利用者に限定する

公共交通公共交通 ことや運賃値上げについても検討していく。

問問	 利便性向上と交通事業者の経営基盤強化のた
め、支線路線をデマンド等の代替輸送に転換

し、地域間路線の増便や貸切りバス等へ乗務

員を配備する再編案について見解はどうか。

答答	 ( 都市建設 ) 運転手確保を進めるとともに、
他県の事例等を参考に利用状況に応じた再

編、利便性向上やバス事業者の経営基盤強化

を図る必要がある。公共交通は都市機能の維

持等、生活の質を高める基盤的社会インフラ

として大きな役割と価値があるものと捉えて

いる。

ても審議をお願いしている。

問問	 市は、介護従事者の人材育成について、どの
ように考えているか。

答答	 ( 福祉 ) 制度の持続性に関わる喫緊の課題と
捉えている。昨年の介護職員の平均給与は、

全産業平均より月額で６万円以上低く、賃金

に課題がある。介護サービスの提供に携わる

人材を安定的、継続的に確保するため、処遇

改善などの対策を進めることが重要である。

【その他の質問項目】

・子どもの育つ環境

泉　弥生　日本共産党上田市議団

問問	 第８期上田市高齢者福祉総合計画における第
１号被保険者の介護保険料基準月額は5,902

円となっており、県内 19市中３番目に高い

金額である。積立額が 20億円余の介護保険

基金を活用し、第９期の介護保険料を引き下

げる考えはあるか。

答答	 ( 福祉 ) 保険料の平準化は、介護保険基金を
活用した緩和策の必要性も認識しており、介

護保険運営協議会において、その活用につい

高齢者介護高齢者介護
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答答	（真田センター）デジタル端末にアプリケー
ションを導入し、活用する環境整備に向けて
検討している。タブレットやスマホ等を利用
して、操作が不要で自動で音声が再生され、
また災害時には強制的に起動し、緊急放送が
流れる情報伝達手段である。また、自治会長
が自治会員のグループを設定し、お知らせす
る機能を持たせることができる。

【その他の質問項目】
・地域内分権
・地域振興事業基金
・サテライト市長室
・戦争遺跡の保存と活用

�古市　順子　日本共産党上田市議団

問問	 真田有線放送の撤去作業が行われているが、
清算後の残高見込みはどうか。残高は真田地
域の振興に資する財源として、真田の地域振
興事業基金に算入すべきだが、見解はどうか。

答答	（真田センター）事業清算後の残高は、３億
円程度を見込んでいる。真田地域振興の基金
として積み立て活用していく。

問問	 高齢者にも使いやすい情報伝達手段の整備が
望まれるが、見通しはどうか。

真田地域の情報伝達手段真田地域の情報伝達手段

確保やシティプロモーションの有効な手段で

あるため、これからは攻めに転じて取組を進

めていく。

問問	 自主財源の確保には市長の積極的な姿勢が重
要だと考えるが、市長の決意はどうか。

答答	 ( 市長 ) 企業誘致に向けた企業代表者向けの
トップセールスに、より一層力を入れていき

たいと考えている。自主財源の確保は地道な

取組と攻めの取組とを併せ持ちながら積み重

ねていくことが大切である。戦略的な手法等

をさらに改めて私たちも構築しながら進めて

いきたいと考えている。

武田　紗知　上志の風

問問	 企業版ふるさと納税制度の目標達成に向けた
来年度の具体的な取組はどうか。

答答	 ( 政策企画 )ホームページを新たに見直した。
これを有効に活用し、理事者をはじめ、職員

一丸となったセールスを展開していく。また、

仲介事業者の協力を得て、企業訪問時の効果

的なセールスの仕方などについて職員向けの

研修動画の準備も進めている。本制度は財源

自主財源を増やすべく自主財源を増やすべく
チャレンジをチャレンジを

ならないことから、市が独自で財政シミュ

レーションなどを行った上で改めて市民説明

会やアンケートを行うべきと考えるが、見解

はどうか。

答答	（上下水道）上田市でも現在、独自に検証を
行っている。来年度はその結果を公表し再度

市民説明会やアンケートを行う必要があると

考えている。しっかりと検討を重ね、親切、

丁寧に分かりやすく、市民や議会に示し、意

見を伺いながら将来の水道事業の在り方につ

いて方向性を見い出していきたい。

井澤　毅　新生会

問問	 水道事業の広域化には必ずメリットとデメ
リットがある。明確な資料もないままに説明

会やアンケートを実施して、既成事実が積み

重なり着実に広域化へ進んでいるのではない

かと懸念している。広域化になれば上田市の

水ではなくなる。市議会において水道の議題

はなくなり、議論はできなくなってしまう。

水道事業の広域化は、合併と同じく大きなこ

とであり、真剣に慎重に考えていかなければ

水道事業の広域化水道事業の広域化
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民間事業所建設も予定されており、長期的な
視点でまちづくりを進めていく必要がある。
居心地がよく歩きたくなるまちづくりなど、
海野町や柳町といった商店街の活動が活発に
なっていることを好機として捉え、上田城、
商店街、上田駅を拠点とした上田城下町のエ
リアビジョンの策定を検討している。ビジョ
ンの策定に当たっては、市民と協働で、また、
専門家からの支援を検討していく。

【その他の質問項目】
・財政状況の見通し
・有機物リサイクル施設整備
・公民連携と公共施設マネジメント推進

斉藤　達也　新生会

問問	 財政が厳しい中でも、上田のビジョンを示し
ていくことが重要である。松本市の三の丸エ

リアビジョン等を参考に、市民と協働で、か

つ専門家の力も借りて上田市ならではの魅力

あふれるまちのビジョンを策定すべきと考え

るが、見解はどうか。

答答	（都市建設）中心市街地においては、裏通り
への新たな出店、商店街へのマンション建設、

中心市街地のまちづくり中心市街地のまちづくり
ビジョン策定へビジョン策定へ

齊藤　加代美　新生会

問問	 市は今より 10分体を動かそう、ウォーキン
グ 1,000 歩を推奨している。また、国土交

通省は平均歩数が 1日１歩増加すると、医

療費 0.061 円抑制効果があるとしており、

１人当たり年間、約２万円の抑制効果が見込

まれる。快適に歩けるまちづくりのための

ハード施策とその効果はどうか。

答答	（都市建設）新参町線無電柱化のほか、快適

誰でも生き誰でも生き生き生き
健幸都市まちづくり健幸都市まちづくり

な歩行者空間の整備が連続・連携して進むこ

とにより、市街地ウォーキングや桜期の依田

川ウォーキングなど、健幸づくりのために一
層活用されるほか、沿道の活性化や賑わいの

創出、交通安全にも大きな効果がある。

問問	 地域コミュニティ活動の拠点として、公民館
分館の活動をどう捉えているか。

答答	（市民まち）社会教育の推進、コミュニティ
活動の活性化にも寄与する重要なものであ

り、今後も必要な支援の充実を図る。

【その他の質問項目】

・健幸づくり視点のコンパクトシティ推進

髙田　忍　壮志会

問問	 市内小中学校における特別支援教育の現状と
課題はどうか。

答答	（教育長）市内の児童生徒数は減少している
が、特別支援学級に在籍する児童生徒数は増

加傾向である。市では、上田市教育支援プラ

ンに特別支援教育の充実を掲げ、児童生徒一

人一人の教育的ニーズに応じた支援を行って

いる。課題は、特別な配慮が必要な児童生徒

特別支援教育と特別支援教育と
共生社会の実現共生社会の実現

の増加や多様なニーズに対応する支援体制の

構築、人材と予算の確保である。

問問	 長野県上田養護学校の役割は何か。また、老
朽化が進む校舎の建て替えを県に働きかける

ことはできないか。

答答	（教育長）上田市の特別支援教育を推進する
にあたり、大変重要な役割を担っている。市

民の声や要望を県東信教育事務所に伝える。

問問	 ※副学籍制度に取り組む考えはあるか。
答答	（教育長）インクルーシブ教育の取組の中の

副学籍制度を来年 4 月からスタートさせ、

子ども達の交流や共同学習の推進を行う。

※副学籍制度…特別支援学校に通う児童生徒が、居住地の小中学校にも籍を置く制度。地域とのつながりを大切に
しながら、共生社会につながる行動力と豊かな人間性を育む。
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ていく考えはあるか。

答答	（教育長）命の学級は、各中学校から継続の
希望もあるため、次年度以降も引き続き助産

師による性教育の取組が継続できるよう、関

係部局と調整していく。性教育を取り巻く社

会環境も変化している。総合的な判断の中で、

今後も必要とする学習機会を確保していく。

【その他の質問項目】

・スポーツ振興

中村　知義　上志の風

問問	 小学校、中学校において命の学級の実施状況
はどうか。

答答	（教育長）小学校は 20 校で実施しており、
ほとんどの学校で 5、6年生を対象に実施し

ているが、2年生と 4年生で実施している

学校もそれぞれ 1校ずつある。中学校では、

今年度は全ての学校において実施している。

問問	 今後、小学校低学年及び高学年、中学校を対
象に、成長に合わせた性の学習機会を増やし

性教育性教育

久保田　由夫　日本共産党上田市議団

問問	 上田市が選定された理由は何か。
答答	（環境）赤字ローカル線の存続という全国的

に大きな地域課題の解決に向けたモデルとな

る提案として、別所線の経営改善に向け安価

な再生可能エネルギーを供給するとともに、

市民向けに別所線を応援するメニューを創設

するなど、市民参加型の経営改善と脱炭素の

相乗効果が期待できる点とされている。

脱炭素脱炭素先行地域選定に先行地域選定に
伴う事伴う事業展開業展開

問問	 別所線利用者のサービス向上策は何か。
答答	（環境）令和６年４月に地域エネルギー会社

を設立予定であり、小売電気事業等の契約に

対し、別所線の乗車時に活用できるポイント

を付与するなど別所線応援メニューを導入

し、市民の別所線への応援行動を喚起し、電

動シェアサイクル、ＥＶカーシェア、※パー

ク＆ライドの拡充等展開していく。

【その他の質問項目】

・市の財政

・政策立案の手法

・デジタルディバイド解消事業

宮下　省二　壮志会

問問	 市は国の事業で整備を行うのか。
答答	（総務）今回、国による未整備地区として新

聞報道されたが、国が示す災害情報伝達手段
の早期構築に向け消防庁等と協議を行い、令
和 7年度までの整備に向けて調整している。

問問	 従来から取り組んでいる内容を最大限生かす
中で、経費削減を図る必要があるがどうか。

答答	（総務）現在、消防庁の情報伝達手段構築支
援事業による技術的指導を受けるための専門

災害情報伝達手段災害情報伝達手段 技術員の派遣を要請し、取り組んでいる。

問問	 市は全国で最初にケーブルテレビが認可され
た地域特性を活用すべきと考えるがどうか。

答答	（総務）新たな災害時の情報伝達手段の構築
については、ケーブルテレビの持つ情報を配
信する活用性の高さと通信網を活用する整備
方式は、費用対効果が最大限に発揮できるも
のと評価している。

問問	 市民への情報の多重化、多様化はどうか。
答答	（市長）市民ニーズや災害の種別に左右され

ない強靭化を目指し、官民連携の強化等によ
り災害時情報伝達手段の多重化、多様化を進
めたい。

※パーク＆ライド…自宅から最寄り駅や停留所まで車を利用し、最寄り駅等に駐車後、公共交通機関を利用して目
的地まで移動する方法
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生産者自ら、フェンス、電気柵等で農地を守っ
ている。

問問	 鳥獣被害対策の取組と補助制度の充実はどうか。
答答	（産業振興）野生鳥獣と集落を分ける緩衝帯

の整備も地域ぐるみで取組んでいる。市独自
で個人が農地を守るために購入した資材費に
ついて補助を実施している。今後も、被害状
況を把握し、より効果的な支援について、更
に研究していく。

【その他の質問項目】
・クマの被害と今後の対策
・農業における温暖化対策
・農業経営基盤強化促進のための地域計画

矢島　昭徳　上志の風

問問	 農作物の鳥獣被害の現状と対策はどうか。
答答	（産業振興）ニホンジカが市の東北部の千曲

川右岸までに生息域を広げ、リンゴを中心と
する果樹の花芽等への食害が増大しており、
他にも水稲、野菜等に被害が広がっている。
駆除対策は集落等捕獲隊が市内に２地区結成
されており、農業生産者が捕獲従事者の補助
者として活動している。防除対策では、農業

農業の農業の現状と現状と
今後の今後の展望展望

石合　祐太　新生会

問問	 市民説明会やパブリックコメント、上田市行
財政改革推進委員会で寄せられた意見は基本

方針に反映されたか。

答答	（総務）冷暖房、附属器具使用料は原則減免
しないとの方針は変わらないが、市長が特別

な理由があると認める場合には、施設の利用

実態等を踏まえて減免の判断を行うこととす

ることを追加した。また、新たに適用時期の

公の施設における公の施設における
使用料等の考え方使用料等の考え方

項目を設けて、減免の内容は策定の日から３

年後をめどに適用することとした。

問問	 子育て支援や高齢者介護など市の施策と合致
する活動には支援を検討するなど、市として

必要な関わりを持つ考えはあるか。

答答	（総務）施設ごとの利用団体の実態を把握し、
その活動が市の施策と合致し、施策推進に効

果が期待される場合には、冷暖房使用料等も

含めて減免することも検討していく。

問問	 早期導入に向けUCVや「てまサポ」のよう
な地元で実績のある団体等に導入研修や各種

サポートを委託し、自治会DX支援を加速

できないか。

答答	（市民まち）限られた組織のみで活動の継続
は難しく多様な主体との連携は必然である。

昨年度から活力あるまちづくり支援金を活用

したスマートフォンの講習会を無償で開催す

るなど市民の主体的、自発的活動も始まって

おり、このような活動を支援し、同様の事例

が増えることを期待し、啓発や庁内連携を

行っていく。

松山　賢太郎（仁政会）

問問	 ICT 活用による自治会負担軽減を早期に試
験導入できないか。

答答	（市民まち）真田地域で有線放送電話事業終
了に伴う情報伝達手段の整備を来年度検討し

ており、自治会支援策としても各種通知、申

請の他、定期送達書類のデジタル化に活用し

自治会の負担軽減と各種経費削減を目指す。

また、地域内の情報伝達機能もあり、地域内に

音声や文字で情報配信できる機能を持たせる。

自治会DXによる自治会DXによる
負担軽減策負担軽減策



12

なかった基金を含め有効に活用されるよう取

組を進める。

問問	 事務事業見直しシートの効果はどうか。
答答	（財政）令和 5年度当初予算では、件数にし
て70件、金額では1億4,000万円余であった。

各担当課において新たな施策に取り組むために

既存事業の見直しや経常経費削減のため、印

刷部数の見直し、事務経費の削減など事業規

模は様々だが予算編成における財源の確保や

有効活用に必要不可欠な取組と考えている。

【その他の質問項目】

・健康増進の施策

飯島　裕貴　新生会

問問	 基金の活用をどう捉えているか。
答答	（財政）令和４年度末における定額運用基金

を含む合計額は 273 億 5,000 万円余で前年

度比較 7億 7,000 万円余増加している。厳

しい財政運営から令和 6年度も基金の活用

という項目を設け、各所管課に積極的な活用

計画の推進、類似する基金の統合を求め、当

初予算編成においてこれまで取崩しが行われ

令和６年度予算編成令和６年度予算編成
基本方針と財政運営基本方針と財政運営

池田　総一郎　上志の風

問問	 ＯＥＣＤ加盟国の中で、日本は教育予算が最
下位に甘んじ続けてきたことにより、人材育

成が十分にできていなかった。このことが、

この 30年間、我が国の経済成長を鈍らせた

大きな要因の一つであると考える。上田市は

人材育成にかかる教育予算をしっかり確保す

べきと考えるが、市長の考えはどうか。

答答	（市長）来年度予算編成基本方針として、上
田市は、「子育て、教育施設の充実、こども

教育予算教育予算 まんなか社会の推進」を将来を見据えた取組

の重点分野の一つに位置づけている。学校教

育の予算を十分確保し、将来活躍できる人材

の育成に取り組むことは、大変重要な視点で

ある。私も、地域の宝である子どもたちが、

この地域のみならず、国内、世界で活躍でき

るよう、人材育成をしていきたいという願い

を持っている。財政状況も鑑みながら、義務

教育期の教育活動が充実するよう、怠りなく

努めていく。

を開始し、人材育成研修などの委託事業によ

り受入れの拡大、促進を最優先して進めた結

果、昨年NPO法人により新施設が 1か所開

始し、本年、老朽化した施設の移転の方針も

具体化した。また、専門性が必要で個別性も

高いことから、看護職員等の人材確保は大変

苦慮している。引き続き、関係機関と連携し

本人や家族の負担軽減のために現状の打開に

努める。

【その他の質問項目】

・子どものインフルエンザ予防接種助成制度

池上　喜美子　公明党

問問	 土日、祝日の受入れ体制・短期入所の現状等、
施設整備の考えと、人材確保・人材育成の取

組はどうか。

答答	（福祉）現在、日曜日と祝日、短期入所に対
応できる施設がないことが、上田市を含む上

小圏域共通の喫緊の課題である。令和 4年

度から圏域で医療的ケア児者等総合支援事業

重症心身障害児者や医療的重症心身障害児者や医療的
ケア児者、家族が安心してケア児者、家族が安心して
生活できる地域共生社会の構築生活できる地域共生社会の構築
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今後、県の検討会議を見守り、県への要望も

時期を見て行っていく。

問問	 生ごみ処理機購入補助金は県内一の高い補助
率ゆえに新年度予算が不明な段階で、今年度

の購入補助を約束する市ホームページの表記

は、市外販売業者の販売欲と消費者の消費欲

をあおっていることに市の責任はないのか。

答答	（環境）市外販売業者の過度な宣伝活動につ
ながる懸念と市民への影響などをふまえ、来

年度は補助制度の検証と交付要綱の見直しを

検討する。補助率など市民・地元業者に効果

的な制度となるよう研究していく。

半田　大介　公明党

問問	 県の夜間中学設置検討会議が行った県民ニー
ズ調査では、中学に通いたい方は上田市が最

多だった。今後、県の設置意向調査に対して

市が設置するか、設置が難しい場合、県によ

る上田市での設置を要望する考えはあるか。

答答	 ( 市長 )	市民ニーズの高さ、夜間中学には他
市町村から広域的な学生の通学が想定される

ため、立地から当市にあることが望ましい。

夜間中学などの夜間中学などの
政策課題政策課題

原　栄一　壮志会

問問	 信州千曲川ワインバレー東地区は、平成 27
年に県内初の広域特区として認定を受け、創

立されたが現状はどうか。

答答	（産業振興）現在、千曲市から佐久市までの
９市町村で、千曲川ワインバレー特区連絡

協議会を構成し、管内にはワイナリーが 26、

ワイン用ブドウの生産者は 70名以上集まっ

ており、県内有数のワイン産地となっている。

問問	 市としては今後、関係市町村と連携しどのよ

ワイン文化の振興と観光ワイン文化の振興と観光 うに振興していくのか。

答答	（産業振興）ワインバレー特区連絡協議会が
実施する技術研修などへの協力、知名度の向

上を図る商業施設等でのイベントや販路拡大

の機会の創出、観光誘客への取組、またホー

ムページやＳＮＳを活用した情報発信など、

引き続き関係市町村と連携し、産地全体の活

性化に向け積極的に取り組んでいく。

【その他の質問項目】

・新型コロナウイルス感染症、インフルエンザ

傍聴者のの
声本会議を傍聴されたみなさんの声

～こんなご感想をいただきました～

12 月定例会本会議の傍聴者数は延べ 24人でした。
傍聴された皆さんから寄せられた、ご感想やご意見の一部を紹介します。

●初めての傍聴でしたが、インターネットやケーブルテレビの中継では伝わらない緊張感や
議員、職員の代表者の方々の表情（人柄）が分かって良かった。
●今回初めて、丸一日傍聴してみました。大変興味深く聴きましたが、傍聴者が少ないのが
気になりました。議会がある意味や取組について発信し、市政への関心を高めてほしいです。
　そして傍聴者が増えてほしい。
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11 月 8日、9日、10日に各�常任委員会ごとにテーマを設け市民と語りあう、テーマ別車座集会を開催し、総勢 71人の方にご参加いただきました。
ご参加いただいた皆様ありが�とうございました。いただいたご意見、ご提案は、今後の委員会活動に活かしてまいります。

11

10
fri

11

８
wed

　
市
内
全
７
校
の
高
校
生
に

参
加
い
た
だ
き
、
４
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
て
、
上
田
市
の

資
料
を
見
な
が
ら
、
高
校
生

が
考
え
る
「
上
田
市
の
良
い

所
・
悪
い
所
」、「
住
み
続
け

た
く
な
る
に
は
」
な
ど
、
魅

力
あ
る
上
田
市
に
す
る
た
め

の
意
見
交
換
を
行
い
ま
し

た
。

【
参
加
者
の
意
見
】

・
高
校
生
の
居
場
所
と
な

る
場
所
が
少
な
い
。ア
リ
オ
、

イ
オ
ン
、
パ
レ
オ
ぐ
ら
い
。

勉
強
も
こ
う
し
た
場
所
か
自

宅
で
や
る
こ
と
が
多
い
。

・
中
途
半
端
な
子
育
て
支
援

　
市
内
で
特
徴
の
あ
る
取
組

を
行
っ
て
い
る
企
業
・
経
営

者
に
自
社
の
取
組
を
発
表
し

て
い
た
だ
き
、
そ
の
後
、
４

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
発
表

に
対
す
る
質
疑
や
、
上
田
市

の
産
業
が
元
気
に
な
る
た
め

に
必
要
な
こ
と
に
つ
い
て
意

見
交
換
し
ま
し
た
。

【
参
加
者
の
意
見
】

・
上
田
市
は
製
造
業
が
主

力
の
た
め
、
高
騰
す
る
エ
ネ

ル
ギ
ー
コ
ス
ト
を
抑
制
す
る

こ
と
が
必
要
。
地
域
新
電
力

の
設
立
や
蓄
電
池
を
含
む
関

連
す
る
企
業
・
研
究
施
設
の

誘
致
を
し
て
は
ど
う
か
。

策
で
は
な
く
、
徹
底
的
に
子

育
て
支
援
・
教
育
に
力
を
注

ぐ
こ
と
が
大
事
。

・
市
内
に
高
校
が
多
い
特
性

を
踏
ま
え
、
高
校
で
「
衣
食

住
」
な
ど
地
元
の
魅
力
を
見

つ
め
直
す
機
会
が
欲
し
い
。

【
感
想
】

・
同
年
代
の
多
様
な
考
え

を
聞
き
、
良
い
刺
激
に
な
っ

た
。
地
域
の
こ
と
に
、
よ
り

一
層
注
目
し
て
い
き
た
い
。

・
高
校
生
が
集
ま
っ
て
議

論
す
る
と
い
う
機
会
は
本
当

に
貴
重
だ
と
思
う
。
も
っ
と

多
く
の
人
と
上
田
市
を
理
想

の
状
態
に
つ
く
り
上
げ
た
い
。

・
企
業
の
人
材
確
保
が
課

題
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
子

育
て
環
境
の
整
備
へ
の
集
中

投
資
や
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
環

境
の
整
備
を
進
め
、
移
住
定

住
に
つ
な
げ
て
欲
し
い
。

【
感
想
】

・
と
て
も
お
も
し
ろ
い
取

組
だ
と
思
っ
た
。
も
っ
と
参

加
し
て
い
き
た
い
。

・
や
っ
ぱ
り
車
座
集
会
は

良
い
。

・
参
加
者
の
年
齢
範
囲
を

さ
ら
に
広
げ
ら
れ
た
ら
良
い

と
思
う
。

【総務委員会】テーマ	高校生と語る上田市の未来

【産業環境委員会】テーマ	上田市の産業を元気にしよう
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車座集会 開催しました
11 月 8日、9日、10日に各�常任委員会ごとにテーマを設け市民と語りあう、テーマ別車座集会を開催し、総勢 71人の方にご参加いただきました。
ご参加いただいた皆様ありが�とうございました。いただいたご意見、ご提案は、今後の委員会活動に活かしてまいります。

11

10
fri

11

９
thu

　
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
、
ラ
イ

フ
ス
テ
ー
ジ
ご
と（
子
ど
も・

成
人
・
高
齢
者
）
の
食
育
に

つ
い
て
ワ
ー
ル
ド
カ
フ
ェ
ス

タ
イ
ル
で
意
見
交
換
を
行
い

ま
し
た
。

【
参
加
者
の
意
見
】

・
料
理
体
験
や
食
事
の
買

い
出
し
、
家
族
と
の
食
事
な

ど
、
子
ど
も
の
頃
か
ら
料
理

に
触
れ
る
こ
と
は
こ
こ
ろ
の

栄
養
も
育
む
こ
と
に
つ
な
が

る
。

・
子
育
て
し
て
い
る
方
や

若
い
世
代
は
、
働
き
な
が
ら

バ
ラ
ン
ス
の
い
い
食
事
を
つ

く
る
こ
と
や
規
則
正
し
い
時

　
「
移
住
定
住
」
に
つ
い
て
、

上
田
市
出
身
の
方
、
県
内
外

か
ら
移
住
し
て
こ
ら
れ
た
方

と
、「
上
田
市
に
住
ん
で
良

か
っ
た
こ
と
、
困
っ
た
こ

と
」、「
移
住
定
住
に
必
要
と

思
う
こ
と
」、「
市
に
望
む
こ

と
」
な
ど
に
つ
い
て
意
見
交

換
を
行
い
ま
し
た
。

【
参
加
者
の
意
見
】

・
定
住
は
結
果
的
に
な
る

も
の
で
、
今
住
ん
で
い
る
人

が
、
住
み
や
す
い
ま
ち
に
す

る
こ
と
が
大
切
。

・
移
住
を
す
る
人
と
そ
れ

を
受
け
入
れ
る
人
々
の
協
力

が
必
要
。

間
に
食
事
を
摂
る
こ
と
に
関

す
る
悩
み
が
多
い
。

・
高
齢
者
の
健
康
づ
く
り

に
は
食
と
併
せ
、
休
養
や
運

動
、
社
会
参
加
に
よ
る
生
き

が
い
づ
く
り
も
重
要
。

【
感
想
】

・
共
通
の
話
題
で
議
員
さ

ん
と
話
を
す
る
機
会
が
あ
る

こ
と
は
良
い
こ
と
だ
と
思

う
。

・
思
っ
た
以
上
に
気
楽
な

感
じ
で
意
見
交
換
が
で
き
て

良
か
っ
た
。

・
議
員
を
身
近
に
感
じ
る
こ

と
が
で
き
た
。

・
移
住
に
関
す
る
補
助
金

が
あ
る
が
、
制
度
の
周
知
が

必
要
。

・
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
引
き

出
す
こ
と
、
自
治
会
と
の
関

わ
り
が
大
切
。

【
感
想
】

・
普
段
自
分
が
感
じ
て
い

る
、
良
い
と
こ
ろ
、
課
題
を

他
の
人
も
同
じ
よ
う
に
感
じ

て
い
る
こ
と
が
多
く
共
感
で

き
た
。

・
次
回
も
期
待
し
ま
す
。

も
っ
と
た
く
さ
ん
や
っ
て
ほ

し
い
。

【教育厚生委員会】テーマ	食と健康

【市民建設委員会】テーマ	移住定住

～食を通じた健康づくりに
　　　　　　ついて語ろう～

～上田で人生を一緒に
　　　　　　　楽しもう～

テーマ別テーマ別
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　常任委員会では、所管する事務事業が�抱える課題に関して、他自治体の先進的な取組などを市政に反映させるため、行政視察を
行っています。今年度実施した行政視察�について報告します。報告内容の詳細は、上田市議会ホームページをご確認ください。➡

総
務
委
員
会

１　
福
井
県
小
浜
市　
「
小
浜
市
・

若
狭
町
日
本
遺
産
活
用
推
進
協
議

会
」

　

小
浜
市
で
は
「
海
と
都
を
つ
な

ぐ
若
狭
の
往
来
文
化
遺
産
群
～
御

食
国
若
狭
と
鯖
街
道
～
」
が
日
本

遺
産
第
１
号
の
認
定
を
受
け
て
お

り
、
継
続
審
査
に
お
い
て
も
こ
れ

ま
で
の
取
組
が
評
価
さ
れ
重
点
支

援
地
域
に
認
定
さ
れ
た
。

　

上
田
市
で
も
現
在
認
定
を
受
け

て
い
る
日
本
遺
産
に
つ
い
て
、
継

続
審
査
時
に
各
審
査
項
目
に
つ
い

て
確
実
に
評
価
が
受
け
ら
れ
る
よ

う
に
取
組
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

２　
三
重
県
桑
名
市　
「
指
定
管
理

者
制
度
の
見
直
し
及
び
公
民
連
携

に
よ
る
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
」

　

桑
名
市
で
は
、
指
定
管
理
制
度

で
運
営
さ
れ
て
い
た
施
設
を
一
旦

直
営
に
戻
し
、
公
民
連
携
の
手
法

を
ベ
ー
ス
に
運
営
方
法
の
見
直
し

を
行
っ
た
。
ま
た
、
施
設
情
報
の

オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
化
や
、
民
間
提

案
を
受
け
付
け
る
常
設
窓
口
を
設

置
し
、
公
民
連
携
の
提
案
を
随
時

募
集
す
る
な
ど
し
て
い
る
。

　
上
田
市
で
も
合
併
に
よ
り
余
剰
・

産
業
環
境
委
員
会

１　
奈
良
県
大
和
郡
山
市　
「
水
道

事
業
の
広
域
化
」

　

大
和
郡
山
市
で
は
、
県
営
水
道

と
25
水
道
事
業
体
と
の
事
業
統
合

に
お
い
て
、
当
初
示
さ
れ
た
条
件

で
の
参
加
を
見
送
り
、
調
整
や
協

議
を
重
ね
た
結
果
、
引
継
ぎ
資
金

の
配
分
ル
ー
ル
を
設
け
る
等
の
条

件
変
更
を
認
め
さ
せ
た
上
で
参
加

を
決
定
し
た
。

　

上
田
市
で
も
、
上
田
長
野
間
で

検
討
さ
れ
て
い
る
広
域
化
に
つ
い

て
、
検
討
の
判
断
材
料
と
な
る
条

件
を
早
急
に
整
理
す
る
必
要
が
あ

る
。

２　
京
都
府
南
山
城
村　
「
道
の
駅

お
茶
の
京
都
み
な
み
や
ま
し
ろ
村
」

　

道
の
駅
み
な
み
や
ま
し
ろ
村
で

は
、
オ
ー
プ
ン
以
来
売
上
げ
を
伸

ば
し
続
け
て
お
り
、
ま
た
、
休
憩
場

所
と
し
て
だ
け
で
は
な
く
、
お
茶
づ

く
り
を
中
心
と
し
た
産
業
の
創
出
、

担
い
手
の
育
成
等
、
村
づ
く
り
の

拠
点
と
し
て
機
能
し
て
い
た
。

　
上
田
市
で
は
、（
仮
称
）
道
の
駅

ま
る
こ
の
整
備
が
検
討
さ
れ
て
い

る
が
、
施
設
を
建
て
て
終
わ
り
で

は
な
く
、
地
域
経
済
を
循
環
さ
せ

重
複
し
た
公
共
施
設
を
抱
え
て
お

り
、
議
会
と
し
て
厳
し
い
指
摘
を

行
い
な
が
ら
、
公
民
連
携
を
進
め

て
い
く
必
要
が
あ
る
。

３　
福
井
県
福
井
市　
「
財
産
有
効

活
用
民
間
提
案
制
度
」

　

福
井
市
財
産
有
効
活
用
民
間
提

案
制
度
は
、
市
が
所
有
す
る
遊
休

財
産
に
つ
い
て
、
民
間
か
ら
コ
ス

ト
削
減
や
サ
ー
ビ
ス
向
上
、
地
域

活
性
化
に
つ
な
が
る
提
案
を
受
け
、

活
用
を
図
る
制
度
で
あ
り
、
財
政

負
担
軽
減
だ
け
で
な
く
、市
民
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
に
つ
な
が
る
有
効
な

制
度
で
あ
っ
た
。

　

上
田
市
に
も
１
０
０
を
超
え
る

指
定
管
理
施
設
や
低
・
未
利
用
財

産
が
あ
り
、
そ
れ
ら
の
活
用
策
と

し
て
参
考
と
な
る
制
度
で
あ
っ
た
。

る
拠
点
と
す
る
た
め
、
信
頼
で
き

る
事
業
者
の
選
定
に
向
け
て
、
積

極
的
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

３　
や
ま
こ
う
フ
ァ
ー
ム
㈱　
「
凍

結
解
凍
覚
醒
法
に
よ
る
国
産
コ
ー

ヒ
ー
豆
栽
培
」

　

凍
結
解
凍
覚
醒
法
は
、
日
本
の

気
候
で
は
生
育
が
難
し
い
熱
帯
植

物
の
耐
寒
性
を
高
め
、
収
穫
量
を

増
や
す
技
術
で
あ
る
。
国
産
コ
ー

ヒ
ー
は
、
希
少
性
及
び
需
要
が
高

い
だ
け
で
な
く
、
観
光
面
で
も
魅

力
の
あ
る
農
産
物
で
あ
る
。

　

上
田
市
の
課
題
で
あ
る
耕
作
放

棄
地
対
策
と
し
て
、
稼
げ
る
農
業

を
目
指
す
に
は
、
希
少
性
や
話
題

性
も
重
要
な
視
点
で
あ
り
、
凍
結

解
凍
覚
醒
法
に
よ
る
熱
帯
植
物
の

栽
培
は
そ
の
可
能
性
が
あ
る
。
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常任委員会行政視察報告常任委員会行政視察報告 　常任委員会では、所管する事務事業が�抱える課題に関して、他自治体の先進的な取組などを市政に反映させるため、行政視察を
行っています。今年度実施した行政視察�について報告します。報告内容の詳細は、上田市議会ホームページをご確認ください。➡

教
育
厚
生
委
員
会

１　
富
山
県
砺
波
市　
「
と
な
ベ
ジ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

　

野
菜
が
持
つ
血
糖
値
の
上
昇
抑

制
効
果
に
着
目
し
、
野
菜
か
ら
先
に

食
べ
る
「
ベ
ジ
フ
ァ
ー
ス
ト
」
の
啓

発
等
の
活
動
に
よ
り
、
40
代
か
ら

50
代
の
Ｈ
ｂ
Ａ
１
ｃ
の
有
所
見
者
の

割
合
が
４
年
間
で
15
％
低
下
し
た
。

　

砺
波
市
の
取
組
は
、
実
効
性
を

伴
う
施
策
と
し
て
上
田
市
で
も
見

習
う
点
が
多
い
。

２　
岐
阜
県
岐
阜
市　
「
岐
阜
市
子

ど
も
・
若
者
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

“
エ
ー
ル
ぎ
ふ
”
」

　
岐
阜
市
で
は
、「
困
っ
た
ら
エ
ー

ル
ぎ
ふ
へ
」
を
合
言
葉
に
、
０
歳
か

ら
20
歳
ま
で
の
子
ど
も
や
若
者
、
そ

の
保
護
者
の
不
安
や
悩
み
に
対
し
、

関
係
機
関
と
協
力
し
、
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
で
、
漏
れ
な
く
切
れ
目
な
い
支
援

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

上
田
市
で
も
健
康
プ
ラ
ザ
う
え

だ
で
妊
娠
か
ら
子
育
て
ま
で
切
れ

目
な
い
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
る

が
、
多
様
化
・
複
雑
化
す
る
問
題
に

対
し
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
の
相
談
窓
口

は
大
変
参
考
と
な
る
事
例
で
あ
る
。

市
民
建
設
委
員
会

１　
香
川
県
高
松
市　
「
持
続
可
能

な
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成

に
向
け
た
ま
ち
づ
く
り
の
取
組
」

　

高
松
市
で
は
、
公
共
交
通
利
用

促
進
条
例
を
制
定
し
、
市
・
公
共

交
通
事
業
者
、
市
民
及
び
事
業
者

が
協
働
し
、「
多
核
連
携
型
コ
ン
パ

ク
ト
・
エ
コ
シ
テ
ィ
」
の
実
現
に

向
け
て
、
※
パ
ー
ソ
ン
ト
リ
ッ
プ
調

査
の
導
入
等
に
取
り
組
ん
で
い
た
。

　

条
例
制
定
は
、
関
係
者
の
責
務

を
明
確
に
し
、
方
向
性
が
決
ま
る

こ
と
で
具
体
的
な
施
策
に
結
び
付

け
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
上
田

市
で
も
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。

２　
香
川
県
観
音
寺
市　
「
移
住
定

住
促
進
事
業
の
取
組
」

　

観
音
寺
市
で
は
、
移
住
定
住
促

進
の
た
め
、
お
試
し
移
住
体
験
制

度
等
の
施
策
を
行
う
と
と
も
に
、

子
育
て
世
代
を
対
象
と
し
た
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
、
20
代
・
30

代
の
移
住
者
を
多
く
獲
得
し
て
い

た
。

　

上
田
市
で
も
、
移
住
定
住
施
策

に
つ
い
て
分
か
り
や
す
く
親
し
み

の
も
て
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成

し
、
災
害
の
少
な
さ
や
自
然
環
境

の
豊
か
さ
を
再
度
重
点
的
に
Ｐ
Ｒ

す
る
必
要
が
あ
る
。

３　
静
岡
県
三
島
市　
「
ス
マ
ー
ト

ウ
エ
ル
ネ
ス
み
し
ま
、
第
２
次
三
島

市
健
康
づ
く
り
計
画
」

　

三
島
市
で
は
、
多
岐
に
渡
る
事

業
を
展
開
し
、
ス
マ
ー
ト
ウ
エ
ル
ネ

ス
構
想
に
よ
る
健
幸
都
市
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
取
組
の
一
例

と
し
て
、
三
島
市
の
健
康
づ
く
り
ア

プ
リ
は
、
ポ
イ
ン
ト
と
交
換
で
き
る

景
品
を
数
多
く
揃
え
て
お
り
、
イ

ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
付
け
る
こ
と
で
無

関
心
層
を
取
り
込
む
こ
と
に
つ
な

が
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

本
取
組
は
市
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
ポ

イ
ン
ト
制
度
に
お
い
て
も
無
関
心
層

の
行
動
変
容
な
ど
に
つ
な
が
る
有

効
策
と
し
て
、提
案
し
て
い
き
た
い
。

３　
香
川
県
宇う

多た

津づ

町
「
空
き
家

サ
ポ
ー
ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
移
住

定
住
促
進
事
業
の
取
組
」

　

宇
多
津
町
と
一
般
社
団
法
人
空

き
家
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
司
法
書
士

会
、
宅
地
建
物
取
引
業
協
会
が
そ

れ
ぞ
れ
に
協
定
を
結
び
、「
放
置
空

き
家
ゼ
ロ
！
」
を
目
指
し
て
、
空

き
家
の
無
料
相
談
会
の
開
催
や
、

空
き
家
の
マ
ッ
チ
ン
グ
シ
ス
テ
ム

の
運
用
等
の
取
組
を
行
っ
て
い
た
。

　

上
田
市
に
お
い
て
も
空
き
家
対

策
と
移
住
定
住
促
進
の
連
携
を
強

化
す
る
と
と
も
に
、
移
住
者
に
選

ば
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
行
う
必
要

が
あ
る
。

※パーソントリップ調査…一定の調査対象地域内で「人の動き」（パーソントリップ）を調べて交通に関する実態を把握する調査
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請願番号 件　名 提　出　者 委員会での審査結果
（付託委員会）

請願第２号 「再審法（刑事訴訟法の再審規定）」の
速やかな改正に関する請願

滝澤　修一氏
（紹介議員：土屋　勝浩議員）

不採択
（総務委員会）

陳情番号 件　名 提　出　者 審査結果
（付託委員会）

陳情第９号 上田市西部地区の豚舎による悪臭
解消を求める陳情

上田市西部地区環境を考える会
会長　竹内　信之　氏

不採択
（産業環境委員会）

陳情第10号
上田市使用料等算定に係る利用料・
使用料の負担を従来どおりにする
事を求める陳情

「上田市使用料等算定に係る受
益者負担のあり方に関する基本
方針（案）を考える」連絡会議

力石　俊次　氏

不採択
（総務委員会）

陳情第12号 政党機関紙の庁舎内勧誘行為の自
粛を求める陳情

政党機関紙の庁舎内勧誘行為の
自粛を求める長野県民の会
代表　衣川　弘明　氏

不採択
（総務委員会）

反対討論
（半田議員）

　本請願で言及している、刑事訴訟法の再審規定について、課題があることは理
解しており、冤罪は絶対あってはならないとの思いは請願者と同じである。
　しかし、現在も継続されている法律専門家の協議が、何度重ねられても結論に
至らない司法の重要課題に、マスコミの影響から同情することや、私達が得られ
る浅い見識から判断することは難しい。特に本請願の再審開始決定に対する検察
官の不服申立てを禁止することは、専門家の中にも様々な意見がある。
　このような状況において、地方議会が本請願に賛成することは無責任であると
考える。

賛成討論
（石合議員）

　布川事件などを教訓に、証拠開示を裁判官の裁量に任せるのではなく、政府に
は再審請求審における証拠開示を速やかに行うことが求められる。
　また、無実の罪を晴らす最後のチャンスである、やり直し裁判を受ける権利を
奪う検察の不服申立ては禁止されるべきという請願趣旨はもっともである。
　国政・司法の課題であるから、地方議会が意見を述べることはなじまないなど
の主張もあるが、一人一人の裁判に関わる問題として、地方から声を上げていく
ことが制度改善の機運を高めることにつながると考える。したがって、請願の願
意は妥当である。

皆さんからの請願・陳情４件を審査
請	願

陳	情

本会議審査結果 ○：賛成　×：反対　欠：欠席　議：議長（議長は表決に加わりません）

請
願
番
号

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30

石
井　

史
郎

泉　
　

弥
生

村
越　

深
典

中
村　

知
義

武
田　

紗
知

飯
島　

裕
貴

松
山
賢
太
郎

古
市　

順
子

髙
田　
　

忍

原　
　

栄
一

松
尾　
　

卓

金
沢　

広
美

矢
島　

昭
徳

堀
内　

仁
志

石
合　

祐
太

斉
藤　

達
也

齊
藤
加
代
美

佐
藤　

論
征

西
沢　

逸
郎

久
保
田
由
夫

宮
下　

省
二

池
上
喜
美
子

半
田　

大
介

金
井　

清
一

飯
島　

伴
典

池
田
総
一
郎

井
澤　
　

毅

土
屋　

勝
浩

尾
島　
　

勝

欠
員

第
２
号
欠○×××○×○××××××○○○議×○×××欠××○○○

※議員氏名の上の数字は議席番号です。

本会議における討論 請願第２号

※請願第２号は令和５年９月定例会に提出された請願の継続審査です。
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うえだ市議会だより　読者アンケート
読者アンケ―トの提出方法は裏表紙をご確認ください。

問１　あなたの年代を教えてください。
　○ 10代以下　　　　　　○ 20代
　○ 30代　　　　　　　　○ 40代
　○ 50代　　　　　　　　○ 60代
　○ 70代　　　　　　　　○ 80代
　○ 90代以上　　　　　　○未回答

問２　うえだ市議会だよりは、年４回発行されて
いますがどの程度お読みですか。
　○全部読む
　○必要なところだけ読む
　○ほとんど読まない

問 3　うえだ市議会だよりのどのような記事に関
心がありますか。（複数回答可）
　○表紙
　○定例会の概要
　○常任委員会の審査概要
　○請願・陳情の審査
　○一般質問
　○視察報告、政務活動費報告
　○裏表紙（市議会レポート、手話を学ぼう、
　　編集後記）

問 4　問２でほとんど読まないと答えた方におた
ずねします。その理由はなんですか。（複数回答可）
　○読みたい内容がない
　○議会に関心がない
　○その他（　　　　　　　　　　　　　　　　）

問 5　うえだ市議会だよりのボリューム（ページ
数）はいかがですか。
　○多い
　○ちょうどいい
　○少ない

問 6　うえだ市議会だよりの色はいかがですか。
（現状：表裏表紙４色カラー、中２色）
　○現状のままでよい　（費用：中）
　○全ページ４色カラー　（費用：大）
　○全ページ２色　（費用：小）

問 7　うえだ市議会だよりの紙面構成や内容の印
象はいかがですか。
　○普通である
　○読みやすい（分かりやすい）
　○読みにくい（分かりにくい）

問 8　現在うえだ市議会だよりは定期送達により
自治会の御協力をいただき各戸配布していますが
配布方法についてお伺いします。
　○現状のままでよい（各戸配布）
　○各戸配布を止め、回覧に変更する
　○その他（　　　　　　　　　　　　　　　　）

問 9　今後うえだ市議会だよりで取り上げてほし
い内容を教えてください。【自由記述】

上田ケーブルビジョンにご加入の皆さんへチャンネル変更のお知らせ
　市議会本会議の生中継・録画放送は、地上放送の 12チャンネルから 11チャンネルに移行しました。テレ
ビの機種によっては再スキャンの作業が必要となります。視聴方法などについては、㈱上田ケーブルビジョン
（☎ 0120・160・074）まで。
※丸子テレビ放送では、従来どおりのチャンネル（市議会本会議の生中継は地上放送の 11チャンネル、録画
放送は 12チャンネル）でご視聴いただけます。
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昨
年
は
、
コ
ロ
ナ
が

５
類
へ
移
行
さ
れ
、
多

く
の
こ
と
が
再
開
さ
れ

ま
し
た
。「
多
く
の
市
民

の
声
を
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く
」
を
も
と

に
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じ

て
い
た
だ
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め
、
引

き
続
き
委
員
一
同
取
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組
ん
で
参
り
ま
す
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広
報
広
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員

�

飯
島　
裕
貴

�

泉　
　
弥
生

�

村
越　
深
典

うえだ市議会だより
にご協力を
� お願いします。

〔アンケートの回答はこちら〕

読者アンケート
　広報広聴委員会では、手に取り読んでいただける議会だより作成のため、委員で力を合わせ、
紙面構成を話し合い、編集・校正を行っております。
　今回、今後の紙面づくりの参考とさせていただきたいと考え、読者アンケートを実施します。
　読者の皆様の貴重なご意見をぜひお聞かせください。

【提出方法】次のいずれかの方法により提出をお願いします。
①②③④の方法で提出される場合には、Ｐ 19に各質問項目が
記載されておりますので切り取ってご利用ください。
①郵　送�（宛先：〒386-8601上田市大手1-11-16議会事務局まで）　　
　※郵送に係る費用は、提出者でご負担をお願いします。
②ＦＡＸ　0268-23-5136
③メール（gikai@city.ueda.nagano.jp）
④持　参（上田市役所本庁舎 5階　議会事務局まで）
⑤オンライン：右にある二次元コードにアクセスし専用フォームから回答
提出期限：令和６年３月 31日まで

②人差し指を立て、左右に小さく振る
①手を広げ、手のひらを胸の前で 1回転させる。

「体調はどうですか？」

市議会だよりでは、「いま覚えてほしい手話」
をお伝えしています。

今回のテーマは

　「体調はどうですか？」
“長野県ホームページ”

「手話辞典」

を学ぼうを学ぼう手 話

令和４年６月定例会

令和４年8月16日号

市議会だより
No.89

　　　　フレッシュに ! 新体制で五期目スタート

フレッシュに ! 新体制で五期目スタート

　　　　　～代表質問・一般質問で市政を問う～

　　　　　～代表質問・一般質問で市政を問う～
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石井 史郎
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石合 祐太
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林 和明
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村越 深典
村越 深典

久保田 由夫

久保田 由夫
斉藤 達也
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髙田 忍
髙田 忍

飯島 伴典
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中村 知義
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井澤 毅
井澤 毅
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原 栄一
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尾島 勝 
尾島 勝 

堀内 仁志
堀内 仁志

松山 賢太郎

松山 賢太郎

半田 大介
半田 大介

〇令和３年度一般会計決算特別委員会

　を設置。附帯意見を付し認定

　〈一般会計決算額 770 億 2,504 万円〉

　　　議会意見から、市の対応と

　　　経過どうなったの？
〇一般質問で 24人市政を問う！

クローズアップ！検証

令和４年９月定例会
令和４年11月16日号

市議会だより
No.90

食事食事
運動運動 健健（検）（検）診診

～健康づくりの三要素～

当日の様子はこちら

「「上田市人生１００年時代をより良く生きる健康づくり条例」制定記念式典・講演会を開催！

上田市人生１００年時代をより良く生きる健康づくり条例」制定記念式典・講演会を開催！

議会トピックスCONTENTS

　県下初の議員提案による「上田市人生１００年時代をより良く生きる健

康づくり条例」が４月１日から施行され、市主催の制定記念式典と講演会

が７月29日サントミューゼで開催されました。

　佐藤議長は「『健幸都市うえだ』の実現に向け、

市民の皆様に自らの健康に積極的に関心を高め

ていただきたい、市議会も更に責任と役割を担

うと誓います」と挨拶しました。令和３年度一般会計決算……………… ２～３、８～９

令和４年度一般会計補正予算………… ４～７

一般質問 24人の議員が市政を問う…… 10 ～ 18

皆さまからの陳情３件を審査………… 19

市議会レポート・手話を学ぼう

諏訪中央病院名誉院長
鎌田　實先生

講演

目
　次

〇出前議会報告会報告
〇議員 28名市政を問う
〇行政視察報告
　4 常任委員会、先進地域へ視察　先進的な取組を反映させます。
〇事件決議案賛否分かれる　反対・賛成討論

令和４年12月定例会令和５年２月16日号

市議会だより
No.91

議会トピックス
CONTENTS ー従来の議会報告会から、新しい形へ挑戦！ー　私たちは、市民の付託と期待に応えるため、日々活動をしています。

なかなか見えづらい議会活動を、より分かりやすく、身近に感じ、知っ
ていただきたいと願い、初のインターネットでWEB議会報告会を配信
しています。委員会別の７つの番組形式とし、iPad を駆使し議員自ら撮影から編集を行い制作しました。上記QRコードから、ぜひご覧ください。

令和４年 12月定例会概要………………………２～６… 11 月臨時会概要……………………………７一般質問 28人の議員が市政を問う………… 8～ 17常任委員会行政視察報告…………………… 18、19市議会レポート・手話を学ぼう……………………20

目

　次

広報広聴委員会

もっともっと市政市政をを身近身近にに！！  私たち、議員で自主制作！！
私たち、議員で自主制作！！令和４年度WEB議会報告会 オンラインで 　

令和４年度WEB議会報告会 オンラインで 　配信中！配信中！

総務文教委員会
議　長

産業水道委員会

厚生委員会
環境建設委員会

議会運営委員会

令和５年３月定例会
令和５年５月16日号

市議会だより
No.92

○令和５年度当初予算を審査
○代表質問５会派を含む
　議員 25人が市政を問う
○第５期前期　常任委員会・
　議会運営委員会が取り組む
　重点課題

議会トピックス
CONTENTS 新本庁舎グランドオープン

　新本庁舎は、約５年間の一連の工事が完了し、３月27日に広くなった駐車場がオープン、玄関のシンボルがお目見えしました。　新しくなった玄関の前で、正副議長（手話で“頑張る”）とともに、常任委員会・議会運営委員会の委員長が、
各委員会の重点課題のテーマを掲げて写真撮
影を行いました。
　重点課題の詳細は裏面（p20）をご覧ください。

令和５年３月定例会概要��������������２～７３月定例会代表質問・一般質問���������� ８～ 17請願・陳情審査結果������������������18委員会行政視察報告������������������19第５期前期　常任委員会・議会運営委員会重点課題����20
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有効活用 身近な議会
広聴充実！
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産業環境委員会
委員長 斉藤 達也

市民建設委員会
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